
　

部
員
が
少
な
い
た
め
、
試
合
で
は
不

利
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ
で
も
各
試

合
で
好
成
績
を
残
せ
る
よ
う
、
リ
ー
グ

戦
で
３
部
昇
格
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

る
。
試
合
に
勝
つ
だ
け
で
は
な
く
、
的

に
矢
を
当
て
る
よ
う
な
的
当
て
で
は
な

く
、
弓
道
と
い
う
武
道
と
し
て
の
礼
儀

作
法
も
重
視
し
て
お
り
、
年
に
２
回
あ

る
昇
段
審
査
で
卒
業
ま
で
に
参
段
以
上

を
取
る
こ
と
を
目
標
に
、
段
の
射
形
に

な
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
頂
い
て
い

る
。
強
化
支
援
ク
ラ
ブ
に
し
て
頂
き
、

今
年
、
仮
設
弓
道
場
に
新
し
い
設
備
を

設
け
て
頂
く
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
充

実
し
た
練
習
を
し
て
い
き
た
い
。

�

酒
井
陽
平
・
３
年

�

（
東
京
都
立
拝
島
高
校
出
身
）

弓
道
部

　

目
標
は
、
関
東
リ
ー
グ
で
優
勝
す
る

こ
と
と
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
入
る

こ
と
で
あ
る
。
関
東
リ
ー
グ
で
は
山
梨

学
院
大
学
の
連
覇
を
阻
止
し
、
全
国
大

会
で
は
昨
年
一
度
達
成
し
た
が
、
一
度

だ
け
で
は
な
く
毎
回
ベ
ス
ト
４
に
入
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「LADY BIRD

」
と
は
「
て
ん
と
う
虫
」

と
い
う
意
味
。「
て
ん
と
う
虫
」
は
上

へ
上
へ
と
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
習
性

が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
常
に
上
へ

上
へ
め
ざ
し
て
頑
張
ろ
う
！
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
、
関
東

リ
ー
グ
で
は
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

で
、
今
年
こ
そ
は
同
リ
ー
グ
で
優
勝
し

た
い
。�

大
野
景
子
・
４
年

（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
４
部
リ
ー
グ
に
所
属

し
て
い
る
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
４
部
残

留
と
い
う
悔
い
の
残
る
結
果
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
昨
年
の
反
省
を

活
か
す
と
と
も
に
、
良
か
っ
た
点
を
伸

ば
し
、
３
部
昇
格
を
果
た
す
と
い
う
目

標
の
た
め
日
々
練
習
を
し
て
い
る
。
部

員
数
が
大
幅
に
増
え
、
チ
ー
ム
内
の
競

争
も
激
化
す
る
の
で
、
い
い
刺
激
と
な

り
切
磋
琢
磨
し
て
強
く
な
っ
て
い
き
た

い
。
特
に
今
年
は
筋
力
と
持
久
力
を
高

め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
増
や
し
、
体
を

大
き
く
強
く
、
そ
し
て
ど
の
チ
ー
ム
よ

り
も
走
る
ラ
グ
ビ
ー
を
め
ざ
す
。
最
終

的
な
目
標
は
１
部
昇
格
で
あ
る
。

�

恩
田
翔
平
・
４
年

�

（
私
立
明
和
県
央
高
校
出
身
）

ラ
グ
ビ
ー
部

　

チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
が
変
わ
り
、
本
当

の
意
味
で
の
新
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

た
年
。
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
も
変
わ
り
、
新

し
い
駿
河
台
大
学
硬
式
野
球
部
と
し
て

一
部
昇
格
お
よ
び
１
部
で
戦
え
る
チ
ー

ム
作
り
を
め
ざ
し
、
活
動
し
て
い
る
。

昨
年
に
比
べ
て
練
習
時
間
、
練
習
日
数

を
増
や
し
、
内
容
も
向
上
の
た
め
に
監

督
、
コ
ー
チ
、
選
手
全
員
で
意
見
を
出

し
合
い
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
野
球
部
は
幾
多

の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
、
掲
げ
た
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。「
結
束
～

感
謝
の
気
持
ち
～
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
。

�

小
松
康
照
・
４
年

（
東
京
都
立
練
馬
高
校
出
身
）

硬
式
野
球
部

　
「
滑
る
こ
と
の
喜
び
」「
勝
利
の
喜
び
」

と
い
っ
た
、
ス
キ
ー
を
通
じ
て
の
“
喜

び
”
を
追
求
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い

る
。
ス
キ
ー
選
手
と
し
て
活
動
す
る
た

め
の
環
境
を
考
え
る
と
、
埼
玉
県
は
恵

ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
春
夏
秋

の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
ど
れ
だ
け
技
術
と

体
力
を
高
め
て
お
け
る
か
が
、
カ
ギ
に

な
る
。雪
上
で
の
喜
び
は
、『
春
夏
秋
闘
』

を
し
た
者
ほ
ど
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
春
夏
秋
闘
の
た
め
、
学
内
に
あ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
や
、

夏
季
合
宿
で
の
カ
ヌ
ー
や
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
取
り
入
れ
な
ど
、
様
々
な

角
度
か
ら
ス
キ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
い
る
。�

進
藤
真
樹
・
４
年

（
山
梨
県
立
北
社
高
校
出
身
）

ス
キ
ー
部

　

昨
年
度
は
飛
躍
の
年
だ
っ
た
。
関
東

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
２
部

男
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
で
優
勝
し
、
目

標
で
あ
っ
た
両
リ
レ
ー
種
目
（
男
子
４

×
１
０
０
ｍ
Ｒ
・
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
）

で
の
全
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会
の
標
準
記
録
を
突
破
し
出
場
す

る
事
が
で
き
た
。
今
年
度
は
出
場
種
目

を
増
や
し
て
い
く
と
共
に
、
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
の
中
で
戦
い
勝
つ
チ
ー
ム
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
部
の
新

た
な
る
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
た
め
に
、

邑
木
監
督
・
山
田
コ
ー
チ
の
熱
い
指
導

の
下
、
日
々
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

励
ん
で
い
る
。 

“
世
界
”
を
部
員
全
員

が
め
ざ
す
。�

立
澤
光
祐
・
４
年

�

（
私
立
駿
台
甲
府
高
校
出
身
）

陸
上
競
技
部

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
創
部
４
年
、
活

動
３
年
目
と
な
る
ま
だ
若
い
チ
ー
ム
で

あ
る
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
は
、「
走
る

•

跳
ぶ•

投
げ
る
」
と
い
う
運
動
に
お
け

る
基
本
三
要
素
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に

ボ
デ
ィ
コ
ン
タ
ク
ト
と
い
う
格
闘
的
な

要
素
も
含
ま
れ
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
。
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
ュ
ー
ト
シ
ー
ン
や
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
展
開
が
魅
力
と

な
っ
て
い
る
五
輪
競
技
で
あ
り
、
本
場

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ッ
カ
ー
に
次
ぐ
人

気
を
誇
る
競
技
で
あ
る
。 

「
全
員
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

1
部
昇
格
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
を

目
標
に
日
々
、
活
動
し
て
い
る
。

�

和
田
海
斗
・
４
年

�

（
私
立
駿
台
甲
府
高
校
出
身
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

駅
伝
部
は
徳
本
監
督
の
指
導
の
下
、

箱
根
駅
伝
出
場
を
目
標
に
日
々
努
力
し

て
い
る
。
愛
知
や
熊
本
、
大
阪
、
青
森

と
い
っ
た
地
方
か
ら
来
て
箱
根
駅
伝
出

場
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
選
手
が
た

く
さ
ん
い
る
。
そ
ん
な
チ
ー
ム
の
環
境

は
と
て
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
寮
で
の
共

同
生
活
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
ラ

イ
バ
ル
意
識
を
高
め
た
り
、
世
界
の
舞

台
を
経
験
し
て
い
る
徳
本
監
督
の
指
導

を
受
け
少
し
ず
つ
結
果
が
出
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
箱
根
駅
伝
出
場
と
い
う

大
き
な
目
標
に
は
ま
だ
ま
だ
実
力
が
足

り
な
い
。
徳
本
監
督
が
出
す
メ
ニ
ュ
ー

を
こ
な
し
、
必
ず
や
箱
根
駅
伝
に
出
場

す
る
。�

原
塚
大
貴
・
３
年

�

（
私
立
弥
富
高
校
出
身
）

駅
伝
部

　

今
年
の
目
標
は
「
全
日
本
選
手
権
出

場
」
で
あ
る
。
理
由
は
昨
年
、
全
日
本

選
手
権
出
場
を
か
け
た
関
東
大
会
で
後

一
歩
の
と
こ
ろ
で
出
場
を
逃
し
悔
し
い

思
い
を
し
、
そ
の
後
の
大
会
で
も
満
足

の
い
く
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
波
多

野
先
生
の
指
導
を
し
っ
か
り
と
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
個
々
の
力
を
つ
け
る
よ
う
な
努
力
も

必
要
だ
。
そ
の
た
め
の
意
識
作
り
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
実

現
す
る
こ
と
で
様
々
な
大
会
等
で
も
結

果
を
出
せ
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
丸
と

な
り
、
目
標
の
全
日
本
に
出
場
で
き
る

よ
う
に
頑
張
る
。�

土
門
望
・
４
年

�

（
太
田
市
立
商
業
高
校
出
身
）

剣
道
部

　

今
年
度
は
、
日
本
学
生
フ
ロ
ア
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
で
男
子
は
優
勝
、
女
子

は
１
回
戦
突
破
を
目
標
と
す
る
。
ま

た
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
共
に
参
加
す
る
日

本
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
、
日
本
フ
ロ

ア
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
は
３
位
以
上

を
め
ざ
す
。
近
年
の
大
会
成
績
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に
は

ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
の
意
識
を
高

め
、
基
礎
技
能
・
基
礎
体
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。
駿
河
台
大
学
は
、
国
内

に
お
け
る
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
で

あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
部
員
一
同
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
努
力
で
き
れ
ば
と
思
う
。

�

太
田
寿
一
・
４
年

　
（
私
立
尚
志
高
校
出
身
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

２
０
１
１
年
度
に
名
称
変
更
し
た
ば

か
り
の
ダ
ン
ス
部
の
目
標
は
、
ま
ず
部

員
を
増
や
す
こ
と
。
自
分
た
ち
の
好
き

な
曲
で
、
振
り
付
け
を
し
て
踊
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
通
し
て
全
員
が
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
他
に
ジ
ャ
ズ
、

ヒ
ッ
プ
ポ
ッ
プ
、
バ
レ
エ
な
ど
多
方
面

で
の
ダ
ン
ス
を
こ
な
し
、
部
全
体
の
視

野
を
広
げ
た
い
。
駿
河
台
大
学
ダ
ン
ス

部
と
し
て
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、

努
力
、
精
進
し
て
い
き
た
い
。
少
な
い

部
員
数
で
は
あ
る
が
、
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
ダ
ン
ス
部
を
発
展
さ
せ
、
他
の

部
の
応
援
な
ど
に
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
た
い
。�

結
城
和
枝
・
３
年

　
（
私
立
啓
明
学
園
高
校
出
身
）

ダ
ン
ス
部

　

昨
年
度
、
埼
玉
県
２
部
リ
ー
グ
に
降

格
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
1
年
で
埼
玉

県
1
部
リ
ー
グ
に
復
帰
す
る
こ
と
が
最

低
限
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
来
年
度
埼
玉
県
1
部

リ
ー
グ
で
結
果
を
残
す
た
め
に
も
1
部

復
帰
だ
け
で
は
な
く
、
1
部
リ
ー
グ
で

の
戦
い
を
見
据
え
て
今
以
上
に
個
の
能

力
を
上
げ
、
１
部
リ
ー
グ
で
戦
え
る
準

備
を
す
る
1
年
間
に
し
た
い
と
思
う
。

１
部
リ
ー
グ
復
帰
の
み
が
チ
ー
ム
の
目

標
に
な
ら
な
い
よ
う
一
人
ひ
と
り
が
さ

ら
な
る
高
み
を
め
ざ
し
、
あ
く
ま
で
も

関
東
リ
ー
グ
昇
格
の
た
め
の
１
年
だ
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
。�

加
藤
優
輝
・
４
年

�

（
埼
玉
県
立
浦
和
東
高
校
出
身
）

サ
ッ
カ
ー
部

　

部
の
目
標
で
あ
る
「
ど
こ
に
で
も
通

用
す
る
社
会
人
」
を
念
頭
に
、
部
員
全

員
で
戦
い
抜
く
。
関
東
１
部
春
季
・
秋

季
リ
ー
グ
優
勝
、大
学
王
座
ベ
ス
ト
４
、

イ
ン
カ
レ
ベ
ス
ト
４
、
全
日
本
選
手
権

出
場
の
大
き
く
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

日
々
練
習
を
重
ね
て
い
る
。
練
習
以
外

に
私
生
活
も
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
勝
負
の
最
後
を
決
め
る
の
は

私
生
活
が
出
る
と
思
う
の
で
、
私
生
活

か
ら
心
身
共
に
充
実
さ
せ
、
頑
張
り
た

い
。
駿
河
台
大
学
を
始
め
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思

う
。�

引
木
智
徳
・
４
年

�

（
岩
手
県
立
沼
宮
内
高
校
出
身
）

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

今
年
度
の
目
標
も
国
内
大
会
の
み
な

ら
ず
、
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ポ
ロ
チ
ー
ム
共

に
ま
ず
は
代
表
選
考
会
や
大
会
に
向
け

て
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
る
。
ス
ラ

ロ
ー
ム
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
、
国
体
な
ど
国
内
大
会
で
は
、
上
位

入
賞
者
の
ほ
と
ん
ど
が
駿
大
Ｏ
Ｂ
な
の

で
、
先
輩
方
の
偉
大
な
記
録
に
打
ち
勝

て
る
よ
う
に
し
た
い
。ポ
ロ
チ
ー
ム
は
、

昨
年
惜
し
く
も
連
覇
を
逃
し
た
日
本
選

手
権
で
の
王
座
奪
還
を
全
体
目
標
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
個
々
が
日
本
代
表

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
代
表
チ
ー
ム
の

中
核
を
担
え
る
よ
う
な
選
手
を
め
ざ
し
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強化指定・支援の14団体の意気込み
我ら、常勝軍団と  なり

駆
け
ろ
、翔
べ
、明
日
へ

熱
き
闘
魂

埼
玉
県
南
西
部
を
東
西
に
伸
び
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
。
そ
の
最
西
端
の
加
治
丘
陵
で
、
若
者
た
ち
の

声
が
今
日
も
響
き
わ
た
る
。
飯
能
市
街
地
を
見
下
ろ
す
キ
ャ
ン
パ
ス
に

広
が
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
で
、
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
、
腕
や
技

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
切
磋
琢
磨
す
る
。
練
習
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た

ん
、
選
手
の
顔
付
き
は
グ
ッ
と
引
き
締
ま
り
、
今
ま
さ
に
戦
い
に
挑
む
戦
士
の

顔
に
変
わ
る
。
光
る
汗
、
躍
動
す
る
筋
肉
、
一
点
を
見
据
え
た
鋭
い
目
─
─
。

剣
道
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
、
野
球
、
陸
上
競
技
、
駅
伝
、

カ
ヌ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
、
ダ
ン
ス
、

弓
道
の
計
14
団
体
は
大
学
が
強
化
指
定
・
支
援
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
だ
。
３
月

某
日
、
そ
の
団
体
の
代
表
ら
が
戦
闘
の〝
武
具
〟に
身
を
包
ん
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
集
ま
っ
た
。「
我
が
駿
河
台
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
を
世
に
知
ら

し
め
る
の
は
自
分
た
ち
だ
」。
強
い
信
念
と
競
技
の
垣
根
を

超
え
た
団
結
力
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
に「
や
る

ぞ
！
」と
雄
叫
び
を
上
げ
た
。

駿大のスポーツ振興は「まかせろ」と若きアスリートたち。
全員が熱き魂の持ち主だ。



メディアセンター5階「ビューラウンジ」

セブン・イレブン
及び大学会館地下
1階東側外（吹抜
け）

本部管理棟1階ロビー

大学会館1階食堂
PC等が使える環境 ランチやコーヒー等、ちょっとしたくつろ

ぎの空間

講義棟1階南側テラス

パウダールーム（第二講義棟地下1階ロッカー室）

教育力の駿大。

地域のチカラになれる、力をつけよう。

キャンパス一望のビューラウンジ 自販機型コンビニも設置

進化を続ける駿大！
充実のキャンパスライフをサポート
「駿河台大学グランドデザイン」でキャンパス・アメニティを整備・拡大

本部管理棟に
地域との交流ラウンジ

女子待望の
パウダーコーナー

コンビニで利便大幅アップ
資格・検定など各種資格試験申込みも

　緑豊かな加治丘陵とともに広大な
キャンパス中庭が一望できるメディア
センター最上階の５階に開設されたの
が「ビューラウンジ」だ。一角には、
おにぎりやサンドイッチ類の軽食、各
種ドリンクやスイーツなどが手軽に買
える「ファミリーマート」のおいしさ
と便利さを詰め込んだ自販機型コンビ
ニも設置される。
　眺望抜群のビューラウンジからは、
春に新緑、秋に紅葉と移り変わる大学
の表情が鑑賞できる。ラウンジで軽食
片手に語り合う学生たち。ビューラウ
ンジは今回のキャンパス改修の大きな
トピックスともいえる。快適な空間創
出は、グランドデザインに沿ったもの
で、女子学生の意見を取り入れレイア
ウトしている。
　この他の改修の取り組みとしては、
講義棟４階にある３４０４教室を「最
先端アクティブ・ラーニング教室」と
して改修する。
　可動式の机と椅子を配備し、レイア
ウト変更自在な双方向型のインタラク
ティブ型の教室は、ドアや内装には地
域とのかかわりを出すため、地元飯能
が主産地のスギやヒノキの西川材を積
極的に使い、温かみのある教室として
整備している。

　ちょっとお化粧やみだしなみを整えたい。そんな
女子学生の声に応えての「パウダーコーナー」。講義
棟３・４階と大学会館３階、メディアセンター５階
の各女性用トイレ、第二講義棟地下１階女子ロッカー
室内の合計５か所に新たに設けた。授業の合間に、
クラブ活動の後。洗面台に大きな鏡、やさしい光量
の照明も取り付けた。

　地域活性化の核となる大学とするのも大きな使命
の一つ。そこで、本部管理棟１階ロビーに地域との
交流ラウンジを新設する。地域の方々とのふれあい、
情報交換の場などとして開放するほか、高校生・受
験生や学生のラウンジとしても多目的に利用ができ
る。地域に根差した大学をめざす駿河台大学の新た
な活動の拠点となる。

　今回のキャンパス改修の目玉は、コ
ンビニエンスストアの出店。場所は大
学会館１階南側のエリアで、店舗は「セ
ブンイレブン」。平日は、午前８時にオー
プンし、閉店は午後６時。土曜日は、
午前８時にオープンし、閉店は午後４
時となる。年末年始、夏休み、日曜、
休日以外は原則営業する。
　ＡＴＭセブン銀行（電子マネーｎａ
ｎａｃｏへのチャージ）や公共料金の
支払い（携帯電話料金など）、「チケッ
トぴあ」や資格・検定・受験の各種資

格試験申し込みなど、日常的な買い物
とともに、さまざまな便利なサービス
も受けられるので、学内での生活は上
向く。
　同じく同会館にある学食エリア１階
についても机と椅子を入れ替えるとと
もに、窓際のカウンター席に電源を配
備し、パソコンなどが使える環境を整
える。めざすはポップな明るい学食だ。
さらにバス停側の入り口右側には待合
スペースも設けた。
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